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生活継続型防災への転換について

（１）災害時の生活用水確保について以下の

項目を伺う。

「生活継続型

防災」と新中

学校を核とし

た地域防災拠

点の構築につ

いて

町⾧

１１

イ 災害時に地域で活用できる「生活用水井戸

登録制度」を創設する考えはないか伺う。

ア ⾧期間にわたる断水により、飲料水だけでな

く、トイレ、手洗い、洗濯、入浴、炊事など

に必要な生活用水の確保が現実的な課題であ

ることに対して、災害の際の町の対応を伺う。

（２）災害時のトイレ対策について以下の項目を

伺う。

ア トイレカー等の広域共同整備・応援体制に

ついて

イ マンホールトイレの整備について

ウ 仮設トイレの確保について

エ 民間事業所とのトイレ協力協定について

（３）避難所環境について、真夏の災害発生を

考え、以下の項目を伺う。

（４）燃料確保について、災害時にガソリンス

タンド等との優先供給協定、避難所・防災

拠点の発電機用燃料確保、医療・介護サ

ービスへの燃料供給体制について、本町の

取り組み状況と今後の考えを伺う。

ア クーリングシェルターとの連携について

イ 移動式スポットクーラー等の準備について

ウ 非常用発電機の確保について

エ 太陽光発電・蓄電池等による非常用電源の

確保について
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（２）高齢者、障がい者・要配慮者の生活継続

支援について以下の項目を伺う。

ア 要配慮者の避難先・避難方法の確保について

イ 車いす利用者等に対応した避難所環境に

ついて

ウ 視覚・聴覚障がい者等への情報伝達手段に

ついて

エ 医療機器等に必要な非常用電源について

オ 福祉避難所・福祉施設等との連携について

町⾧

災害関連死を防ぐ「人」に対する支援について１ 「生活継続型

防災」と新中

学校を核とし

た地域防災拠

点の構築につ

いて

（１）独居高齢者・避難困難者の把握について

以下の項目を伺う。

ア 災害関連死を防ぐために、独居高齢者や

高齢者のみの世帯についてどの程度把握で

きているのか現状を伺う。

イ 同様に、避難困難者（年齢や世帯構成、自

力での避難の可否、他者の支援の有無、

支援方法や内容、誰が支援するのか、どこ

へ避難するのか）の把握についての現状を

伺う。

ウ 各種団体、福祉関係者等と連携について伺う。

（３）妊産婦・乳幼児・子育て世帯への支援につい

て以下の項目を伺う。

ア 妊産婦・乳幼児を受け入れる避難スペースの

確保について

イ 授乳・おむつ交換等の専用スペース確保に

ついて

ウ 粉ミルク、液体ミルク、離乳食、おむつの

備蓄の状況について

エ 保健師、助産師、医療機関等との連携

について

オ 子育て世帯への情報伝達手段について

カ 民間宿泊施設等への二次避難を含めた避難先

の確保について

２
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町⾧・

教育⾧

町⾧

町⾧

１ 「生活継続型

防災」と新中

学校を核とし

た地域防災拠

点の構築につ

いて

自治公民館を活用した「防災健康ステーション」構

想について

（１）災害時に各種機能（避難、安否確認、給食、

給水、トイレ、入浴、洗濯等、救護・健康相

談、要配慮者支援、情報発信など）が対応で

きる施設としても整備していく考えがないか

伺う。

新中学校を「教育＋地域＋防災」の複合拠点とし

て整備することについて

（１）別府西中学校の視察事例を今後の新中学

校整備に生かす考えについて伺う。

（２）新中学校に防災拠点機能を組み込むこと

について、どのように考えているか伺う。

ア 教育、地域コミュニティ、防災、健康支援

等の拠点として検討していく考えがないか伺う。

３

４

道路・橋梁インフラ強靱化について現状と今後の取

組について

（１）防災重要道路ネットワークの構築について

（２）防災道路のカルテ作成について

（３）災害時道路啓開体制について

（４）新技術を活用した防災インフラ管理につい

て

５
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